
【英語教育評価論】 

第 5 章 多元配置分散分析 (担当箇所 p102~111) 

 

5-5-4 ◆単純・単純主効果の検定 (シンタックス) 

対応なし要因 A：評価者 (Rater: 1. Training なし, 2. Training ありの 2 水準) 

対応あり要因 P：面接ストラテジー (Srrategy:1. High, 2. Low の 2 水準) 

対応あり要因 Q：スピーキング能力 (Proficiency: 1. High, 2. Mid, 3. Low の 3 水準) 

 

(1) Strategy と Proficiency の各水準の組み合わせにおける Ratter の単純・単純主効果

の検定 

(2) Raterと Proficiency の各水準の組み合わせにおける Strategy の単純・単純主効果

の検定 

(3) Rater と Strategy の各水準の組み合わせにおける Proficiency の単純・単純主効果

の検定 

⇒ 単純・単純主効果の検定では単純交互作用よりも更に分解をして、2 要因のすべて

の組み合わせにおける Raterの水準間の比較を行う。 

 

 

単純・単純主効果の検定 

(1) Strategyと Proficiencyの各水準における Rater の単純・単純主効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2) Rater と Proficiencyの各水準における Strategyの単純･単純主効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) Rater と Strategyの各水準における Proficiencyの単純・単純主効果の検定[t1] 

 

 



⇒ 表 5.7での Proficiencyのように 3水準で結果が有意になっている場合、差がどこにあ

るのかを明らかにするために多重比較を行う必要がある。 

 

多重比較の結果 

(1) Strategy と Proficiencyにおける多重比較 

 

 

(2) Rater と Proficiencyにおける多重比較 

 

 



 

(3) Rater と Strategyにおける多重比較 

 

 

 2 次の交互作用が有意ではなく、1次の交互作用が有意な場合 

単純主効果の検定を行う。 

・A×Pの交互作用が有意な場合 

① 要因 Aの各水準における要因 Pの単純主効果の検定 

② 要因 Pの各水準における要因 Aの単純主効果の検定 

→単純主効果が有意であれば必要に応じて多重比較。 

＊そのほかの組み合わせも同様。 

 

 2 次および 1次の交互作用が有意でない場合 

・交互作用が見られなかった場合：要因それぞれの主効果の検定結果を見る。 

・いずれかの主効果が有意である場合：必要に応じて多重比較。 

・主効果がいずれも有意出ない場合：差はないという結論になる。 


